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コメント 

本研究は、ミューオンが電子に転換する過程を探索することによって、

標準理論を越える新しい素粒子物理を探るJ-PARC COMET実験の一環

であり、科学的な価値は高い。米国の実験との競争を目指す第２段階の

COMET実験の予算措置は未定だが、本研究で電磁カロリメータを用い

てミューオンビームを理解し、必要なビームラインの磁石を作ることは、

COMET実験の原理を検証して第２段階に進めるための必要条件の一つ

である。 
当該研究分野をリードし、日本が世界に誇れる研究であることから、

基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断した。 
 

 


